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先4-.､覚悟はしていましたが､ついにこのときがきてしまいましたo今､私
には先年との数々の思い山が､走馬灯のように去来しています｡
40年近く前､射ヒ大学の文学部に入学した私は､どの学科を専攻しようかと
迷うなかで､宗教学の研究室をお訪ねしましたo思えば､この時が先生との最
初の出会いでした｡先生は･介の学生にすぎない私にも､実に懇切丁寧に対応
してドさいました｡そして最近撮影したという津軽地方のイタコのビデオ映像
を見せながら､ほかの学fH比は違う｢宗教学｣という研究分野の意義を､熱っ
ぽく説明してくださいました｡
20歳そこそこの私には､その人半は理解をこえた内容でしたし､肝心のビデ
ォも､現在の技術水準と比べれば画像は不鮮明で､細部は何だかよ.く分からな
いものでした｡しかし先生が語られる学問的な言葉と情熱には､若い学生の心
を鷲掴みにするような力がありました｡私は先生のその情熱に吸い寄せられる
ように､宗教学の研究の道に歩み出すことになったのです｡
以来､先任からは､文字通り言葉に尽くせない学恩によって､今日まで導い
ていただきました｡あるときは厳しい言葉でお叱りを受けたことも､学問の道
の厳しさや宗教という課題の重さを教えていただいたこともありました｡でも､
先生の根っこには､いつも教え子たちへの深い愛情がありました｡ひとつひと
っの思い出は語り尽くせませんが､公私にわたるお気遣いと励ましによって､
優しく見守ってくださいました｡
先生のご病状が悪化されたと月の中旬､わずかな時間であれば面会を許して
いただけるということで､東北人学の鈴木岩弓君と私は､佐倉のご臼宅をお訪
ねしました｡奥様からは｢いろいろと失礼なことも言うと思し､ますが､最後の
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愚痴を聞いてやってくださいね｣とのお言葉を承っておりましたので､鈴木君
も､私もきょうは思い切り先生に叱られ､愚痴をお聞きし､弟了･としての力の
足りなさをお詫びする覚悟で参卜いたしました｡
所から先生の最後の著作となった『仏教イ訓口と民俗信仰』の見本が創文社か
らfFlいていましたo　先生はすでにお身体の)jはだいぶ弱られていましたが､私
たちの手を握ると｢ありがとう､本当にありがとう｣と何度も何度もおっしゃ
いました｡そして涙を浮かべながら､ ｢これまで･いろいろと迷惑をかけ､たく
さんの失礼をしました｡本当にごめんなさい｡許してください｣と言われたの
ですo
先生､多くの学恩にもかかわらず力の止りないことをお詫びするつもりの不
fll'の弟子が､先生から｢ごめんなさい｣と言われてしまったら､いったいどう
お答えしたらよいのでしょうかo　先生は､私たちには最後まで優しい先生でし
た｡
先牡の病床には｢南無阿弥陀仏｣の掛け軸がl､~がっていました｡以前より､
｢念仏を唱えると痛みが安らぐんだよ｣と仰っていたことを思い出しました｡
お身体は少しきつそうでしたが､私たちに見せるお顔は安らかで､ときおり意
識が薄れるような瞬r批　先生には｢お浄rL.｣の姿がうっすらと見えているに違
いない､と私は確信しました｡
先生､これからもお浄卜から､私たちを温かく見守り続けてください｡
相変わらずノJイく足で､失敗したり､つまずいたりで､およそ先年のご期待に
は1-分に応えられない私たちですが､ ｢恩師､楠TL弘先年の弟子である｣とい
う自信と誇りがあれば､私たちは年きていくことができます.
先生､本当にありがとうございました｡
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